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○ふるさと宮まつり協賛金募集
　（ふるさと宮まつり開催委員会）
○WEB・動画活用戦術による集客・収益アップセミナー
　（㈱アルフォサポート）
○これで分かる！ 決算書の読み方
　（ソニー生命保険㈱）
○2024年度講習のご案内
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図2 災害時に求められる備蓄の例

飲料水・食料品
●飲料水
 （１人１日あたり３リットルが目安）
●缶詰やレトルトのおかず
●アルファ米
●レトルトのごはん
●ドライフーズ
●インスタント食品

 照明・情報端末など
●懐中電灯
●ランタン
●ラジオ
●充電器やモバイルバッテリー
（スマートフォン・携帯用）
●電池 など



衣類
●毛布
●防寒着
●軍手 など

 応急医薬品 生活用品
●洗面用具
●化粧品
●タオル
●ウェットティッシュ
●ビニール袋
●生理用品
●おむつ など

 その他
●卓上コンロ
 （予備のガスボンベ）
●ホイッスル など



●ばんそうこう
●傷薬
●常備薬（鎮痛剤など）
●マスク
●手指消毒液
●体温計 など

（出典 宇都宮市『宇都宮市わが家の防災マニュアル２０２０』）

日本海溝・千島海溝の位置／過去の巨大地震図1

2011年 東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）

約18時間後

1963年 択捉島南東沖地震

日
本
海
溝

千島海溝

監修：気象庁 制作：Yahoo!ニュース （出典 気象庁HP）

M8.5M7.0

約２日後
M9.0M7.3

想定
震源
域

M7.0クラスの地震後 → 続けて巨大地震発生の可能性
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南
海
ト
ラ
フ
よ
り
も
注

意
が
必
要
な「
日
本
海
溝・

千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型

地
震
」

Q 

宇
都
宮
市
で
被
災
す
る
恐

れ
の
あ
る
自
然
災
害
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

A 

自
然
災
害
で
は
風
水
害
と

地
震
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
風
水
害
に
つい

て
は
、
令
和
元
年
に
田
川
や
姿

川
が
氾
濫
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
も
市

内
に
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、

大
雨
の
際
に
は
土
砂
災
害
と
洪

水
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

 

Q 

１
月
に
能
登
半
島
地
震
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直

下
型
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
宇
都
宮
市

の
被
害
は
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
ま
す
か

A 
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
市
内
全
域
が
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
地
震
の
リ
ス
ク
が

大
き
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
の

被
害
想
定
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
針
に
基
づ
い
て

判
断
し
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
に
つ
い

て
は
、
宇
都
宮
市
は
防
災
体
制
の
確
保
が
必
要

と
さ
れ
る
対
象
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
被
害
は
限
定
的
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝

型
地
震
」
と
い
う
北
海
道
か
ら
東
北
の
太
平
洋

側
沿
岸
区
域
で
起
こ
る
地
震
で
は
、
宇
都
宮
市

は
震
度
６
弱
以
上
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
防
災

対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す（
図
１
）。

  

Q 

自
然
災
害
に
対
す
る
市
の
防
災
対
策
を
教
え

て
く
だ
さ
い

A 

発
災
時
に
は
学
校
の
体
育
館
や
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。
地
震

や
洪
水
な
ど
、
非
常
事
態
に
逃
げ
る
場
所
と
し

て
市
内
に
１
９
８
カ
所
の
「
一
時
避
難
場
所
」
を

整
備
し
て
お
り
、
家
が
損
壊
す
る
な
ど
、
居
住

場
所
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

利
用
す
る
「
避
難
所
」
は
１
４
８
カ
所
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
14
カ
所
に
防
災
備
蓄
庫
を
設
け

非
常
食
や
飲
料
水
、
日
用
品
な
ど
災
害
時
に
必

要
な
物
資
の
備
蓄
を
行
って
い
ま
す
。

　

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
や
避
難

所
な
ど
の
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

発
災
時
に
行
う
べ
き

企
業
の
対
応
は
帰
宅
者
の
抑
制

 

Q 

企
業
に
求
め
ら
れ
る
災
害
時
の
対
応
は
何
が

あ
り
ま
す
か

A 

企
業
が
取
る
べ
き
対
応
と
し
て
「
従
業
員
の 

一
斉
帰
宅
の
抑
制
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
発
災

時
に
は
、
慌
て
て
社
員
を
帰
宅
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
災
害
の
状
況
を
踏
ま
え
て
会
社
に
留
ま
ら

せ
る
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
災
害
で
公
共
交
通
機
関
が
止
ま
る

可
能
性
が
あ
る
な
か
で
、一
斉
に
帰
宅
行
動
を
と

る
と
駅
に
人
が
密
集
し
て
危
険
で
あ
る
こ
と
、
帰

宅
で
き
ず
駅
に
泊
ま
る
な
ど
二
次
被
災
の
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
道
路
に
も
混
雑
が
生
じ
て
、

緊
急
車
両
が
通
れ
な
く
な
り
、
救
助
活
動
に
支

障
が
出
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大

規
模
な
災
害
時
に
は
建
物
の
安
全
確
保
等
を
行

っ
た
う
え
で
、
従
業
員
を
３
日
間
会
社
に
留
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
適
切
に
行
う
た
め
に
、
ど
の
部
署
の

誰
に
連
絡
し
て
指
示
を
仰
ぐ
の
か
な
ど
を
、
平

時
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

  

企
業
に
必
要
な
備
蓄
に
つ
い
て

 

Q 

会
社
に
留
め
る
期
間
は
、
な
ぜ
３
日
間
な
の

で
し
ょ
う
か

A 

救
命
・
救
助
活
動
を
優
先
す
る
た
め
で
す
。

大
規
模
災
害
時
の
救
命
率
は
、
3
日
間
を
超
え

る
と
大
き
く
下
が
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
が
低
体
温
や
圧
迫
、
脱
水
症
状
等
に
耐

え
ら
れ
る
の
は
3
日
間
が
限
界
と
な
っ
て
お
り
、

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で
も
3
日

間
を
過
ぎ
る
と
救
命
率
が
大
幅
に
下
が
り
ま
し

た
。
従
業
員
の
二
次
被
災
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、

救
命
救
助
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
な

3
日
間
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
備
蓄
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

A 

水
や
食
料
、
毛
布
な
ど
は
人
数
分
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
懐
中
電
灯
や
情
報
収

集
に
必
要
な
ラ
ジ
オ
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電

に
必
要
な
モ
バ
イ
ル
バッ
テ
リ
ー
、
そ
し
て
軽
微
な

傷
に
対
応
す
る
た
め
の
医
薬
品
も
あ
る
と
い
い
で

す
ね
（
図
２
）。

災害時に必要な
企業の対応とは

特集1    

企業の防災と
事業継続力
強化計画

　日本では、風水害や地震、津波などの自
然災害が身近な存在となっています。大き
な災害が起きた際には甚大な被害に見舞
われながらも、それを教訓にして防災や減
災に努めながら発展してきました。そこで
今回は、企業に求められる災害時の対応
について宇都宮市にお聞きしました。

緊急時に従業員を守るために

特集1  企業の防災と事業継続力強化計画



サバイバル3の法則

食     料

水

体温維持

呼     吸 ➡ ３分が限界1

2

3

4

O2

➡ ３日が限界

➡ ３時間が限界

➡ ３週間が限界

（出典 総務省消防庁HP　防災・危機管理eカレッジ 東日本大震災）
https://www.fdma.go.jp/relocation/e-college/cat63/cat39/cat22/4.html

自助

公助公助共助共助

災害が発生したとき
に自分自身や家族の
安全を守ること

町村や消防、県や警
察、自衛隊といった
公的機関による救助
・援助

地域やコミュニテ
ィといった周囲の
人たちが協力して
助け合うこと

図4 自助・共助・公助

図3 命を守る優先順位

図5 事業継続計画（ＢＣＰ）との違い

図6 事業継続力強化計画策定のメリット

事業継続計画（ＢＣＰ）

①重要業務と目標復旧時間の決定
②事業継続戦略（復旧・代替等）
③業務復旧・再会対応体制と再開プロセスの明確化
④継続的改善プロセスの明確化と訓練計画策定

事業継続力強化計画（簡易版ＢＣＰ）

①事業継続力強化の必要性の認識
②災害・脅威の認識と想定される被害の把握
③初動体制の策定
④事業継続に向けた事前準備
⑤実行性を高める取り組み（訓練等）

◎日本政策金融公庫の低利融資
◎信用保証の別枠追加保証や保証枠の拡大

金融支援

◎防災・減災設備への投資に対する特別償却

税制優遇（2024年1月時点）

（ものづくり補助金、IT導入補助金 など）

補助金の審査時の加点

◎認定事業者を要件とした県・市町など地方自治体等からの補助金等支援
◎認定ロゴマークの利用など

その他
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Q 

人
数
分
の
備
蓄
を
置
く
場
所
が
難
し
い
企
業

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
備
蓄
に
優
先
順
位

を
つ
け
る
場
合
、
何
か
ら
用
意
す
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か

A 

一
般
論
と
し
て
命
を
守
る
た
め
の
備
蓄
が
最

優
先
で
す
。
最
優
先
は
「
水
」
で
、
飲
用
以
外

に
も
食
事
を
作
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
人
あ
た
り
1
日
３
L
が
目
安
な
の
で
、
3

日
間
分
で
9
L
×
従
業
員
数
分
は
用
意
し
ま
し

ょ
う
。
来
客
用
の
お
茶
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
お

水
に
変
え
て
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
も
ア

イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

次
に
「
食
料
」
に
な
り
ま
す
が
、
賞
味
期
限

に
注
意
が
必
要
で
す
。
1
年
に
１
回
は
賞
味
期

限
が
切
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

寒
さ
対
策
に
毛
布
や
タ
オ
ル
を
用
意
す
る
と
良

い
で
す
が
、
企
業
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
保
管
場

所
の
大
き
さ
や
従
業
員
数
等
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、
備
蓄
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
各
社
で
検
討
し

て
く
だ
さ
い
（
図
３
）。 

Q 

企
業
が
従
業
員
に
対
し
て
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

A 

防
災
対
策
の
基
本
は
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し
、

連
携
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で

従
業
員
に
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ご

家
庭
で
必
要
な
物
資
を
備
蓄
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
持
病
を
お
持
ち
の
方
は
処
方

薬
が
必
要
で
す
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
対

応
し
た
食
料
を
備
蓄
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

企
業
で
全
て
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
ま

ず
は
「
自
助
」
が
基
本
に
あ
る
こ
と
を
従
業
員

に
啓
発
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
う
え
で
、
企
業
は
従
業
員
の
安
全
を
守

り
な
が
ら
企
業
内
の
備
蓄
を
提
供
し
た
り
、
負

傷
者
の
手
当
て
を
し
た
り
す
る
「
共
助
」
の
立

場
に
な
り
ま
す
。

　
「
公
助
」
は
自
助
や
共
助
で
は
対
応
で
き
な
い

部
分
へ
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
大
規
模

災
害
時
に
は
実
現
で
き
る
公
助
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
、「
自
助
」
と
「
共
助
」
が
地
域

の
防
災
に
お
い
て
最
も
重
要
で
す
（
図
４
）。

　

本
市
で
は
「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

２
０
２
０
」
を
発
行
し
て
お
り
、
ご
家
庭
で
備
蓄

し
て
欲
し
い
も
の
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
冊
子
も
ご
用
意
で
き
ま
す

の
で
、
従
業
員
に
お
配
り
す
る
な
ど
ご
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

Q 

企
業
が
災
害
時
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

A 

本
市
で
は
、「
宇
都
宮
市
防
災
協
力
事
業

所
等
登
録
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
企
業
の
組
織
力
や
技
術
力
な
ど
の
特
徴
を

活
か
し
、
地
域
の
一
員
と
し
て
防
災
活
動
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。
人

材
や
物
品
の
協
力
、
一
時
避
難
所
等
の
提
供

な
ど
、
災
害
時
に
協
力
可
能
な
内
容
を
登
録

す
る
も
の
で
、
現
在
約
１
９
０
社
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録

可
能
で
、
登
録
に
条
件
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
登
録
を
す
る
と
入
札
資
格
審
査
に
お

い
て
、
地
域
貢
献
度
評
価
の
加
点
対
象
と
な

り
ま
す
。

登
録
企
業
は
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
随
時
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
内
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご
登

録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力 

宇
都
宮
市
行
政
経
営
部 

危
機

管
理
課
）

我が家の防災マニュアル

災
害
に
向
け
て

事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定
を

　

事
業
継
続
力
強
化
計
画
と
は
、
中
小
企

業
や
小
規
模
企
業
で
も
取
り
組
み
や
す
い
よ

う
に
考
え
ら
れ
た
「
簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）」
で
す
。
事
業
継
続
力
強
化
計

画
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
時
に
も
共
通
す
る
重

要
な
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
図
５
）。

　

近
年
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に

加
え
、
新
型
感
染
症
に
よ
る
リ
ス
ク
が
格
段
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
事
業
継
続
力
強
化
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
で
、
危
機
対
応
力
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、自
社
の
経
営
資
源
で
あ
る
「
ヒ
ト
」「
モ

ノ
」「
カ
ネ
」「
情
報
」
の
リ
ス
ク
を
洗
い
出
す
こ

と
で
、
経
営
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
認
定
を
受
け

る
と
、
金
融
支
援
や
税
制
優
遇
、
補
助
金
審
査

時
の
加
点
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
図
６
）。

　

当
所
で
は
こ
の
事
業
継
続
力
強
化
支

援
計
画
の
策
定
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
自
社
の
防
災
に
つい
て
改

め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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特集1  企業の防災と事業継続力強化計画



特集 2   価格転嫁とパートナーシップ構築宣言

直近6カ月間の全般的なコスト上昇分の転嫁状況

相談窓口を活用した情報収集
公表資料等を根拠とする資料の
作成
受注者の交渉力が優位なタイミ
ングでの価格交渉
発注者からの価格提示を待たず
に希望価格を提示

経営トップ（親会社）の関与
発注者側から協議の場を設ける
説明・資料を求める場合は公表
資料とすること
サプライチェーン全体での適切
な価格転嫁を行うこと
労務費の価格転嫁にも協議の
テーブルにつくこと
必要に応じて価格転嫁に係る考
え方を提案すること

採るべき行動／求められる行動

行動①　

行動①　

行動②　

行動③　

行動④　

行動⑤　

行動⑥　

行動②　

行動③　

行動④　

価格交渉のポイント労務費の適切な転嫁のための
価格交渉に関する指針 （円）

（年）

栃木県最低賃金の推移 

2.0%

1.0%

0.0%

-1.0%

-2.0%

-3.0%

-4.0%

（出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」）
（出典：中小企業庁「価格交渉月間（2023年9月）フォローアップ調査」）※価格転嫁率とは、フォローアップ調査で集計した受注側中小企業のコスト上昇分に対して発注側企業がどれだけ価格上昇に応じたかの割合

中小企業庁
「中小企業・小規模事業者の価格交渉ハンドブック」

（出典：公正取引委員会）

（出典：栃木労働局「栃木県における最低賃金の推移」）

-2.5%

2020年 2021年 2022年 2023年
1-3月 4-6月 7-9月10-12月 1-3月 4-6月 7-9月10-12月1-3月 4-6月 7-9月10-12月1-3月 4-6月 7-9月10-12月

実質賃金指数（対前年増減率）

1000

950

900

850

800

750

700

650

600

550

500
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

954

697

➡
➡

受注者として

採るべき行動／求められる行動
発注者として

（出典:「日本商工会議所LOBO調査（2023年12月）」）

①16.9%①20.6%

②18.7%

②16.9%

③9.6%③10.5% ④19.6%④18.3%

⑤8.4%

⑥21.4%

⑦2.1%

⑤16.2%

⑥18.5%

⑦2.3%

■ ①10割
■ ②９～７割
■ ③６～４割
■ ④３～１割
■ ⑤コストが上昇せず
　　価格転嫁不要
■ ⑥０割
■ ⑦マイナス

２０２３年３月 ２０２３年9月

全く転嫁できず
or 減額

一部でも
価格転嫁できた

一部でも
価格転嫁できた

全く転嫁できず
or 減額

中小企業の賃上げ

N=1,961

業績が改善しているため
賃上げを実施

業績が改善みられないが
賃上げを実施

64.4%

賃金の引き上げは
行わない

現時点では
未定

賃上げ企業を100とした場合

23.9% 40.5% 26.1% 9.5%

賃上げを実施

前向きな賃上げ
37.1%

防衛的な賃上げ
62.9%

◎業務内容・取引条件の確認
◎取引に必要なデータの収集

◎価格以外でも評価される
　企業へ経営の見直し

◎交渉順やタイミングの検討
◎書面での交渉申し入れ

経営情報を
管理・把握

自社の付加価値
の見直し

価格交渉

パートナーシップ構築宣言のイメージ

下請け・
受注者

親会社・
発注者

宣言！

価格転嫁の要望等

望ましい取引慣行

労務費・原料価格の上昇等

転嫁率（コスト全体）

45.7%

20.7%23.5%

63.0%

68.1%
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原
材
料・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や

労
務
費
上
昇
へ
の
対
応
を

価
格
転
嫁
を

実
現
す
る
た
め
に

特
集

2 
価
格
転
嫁
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

中小企業庁
公式サイト

パートナーシップ
構築宣言

原
材
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や

労
務
費
の
高
騰

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
厳
し
い

理
由
と
し
て
、
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
労

務
費
の
上
昇
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
産
業
用
の
電

気
料
金
は
２
０
２
１
年
に
は
19
・
28
円
、
労
務
費

は
栃
木
県
の
最
低
賃
金
が
23
年
に
は
９
５
４
円
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
物
価
上

昇
に
対
し
て
賃
金
の
上
昇
は
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、

実
質
賃
金
は
23
年
10
月
〜
12
月
で
昨
年
対
比
マ

イ
ナ
ス
2.5
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
賃
上
げ
圧

力
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
中
小
企
業
で
は
、
人
材
確
保
・
定
着

の
た
め
に
業
績
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
状
況
で
賃

上
げ
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
「
防
衛
的
な
賃
上
げ
」

が
多
い
よ
う
で
す
。
日
本
商
工
会
議
所
の
調
査

で
も
賃
上
げ
を
す
る
企
業
の
う
ち
、
62
・
9
％
が

防
衛
的
な
賃
上
げ
に
留
ま
って
い
ま
す
。

価
格
交
渉
を

進
め
る
た
め
に

　

中
小
企
業
庁
で
は
、
下
請
中
小
企
業
が
適
切

な
価
格
転
嫁
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
２
０
２
１
年

か
ら
毎
年
９
月
と
３
月
を
「
価
格
交
渉
促
進
月

間
」
と
位
置
づ
け
、
終
了
後
に
は
新
事
業
者
の

価
格
交
渉
へ
の
対
応
や
回
答
に
つい
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
下
請
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

23
年
9
月
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
で
は
「
一
部
で

も
価
格
転
嫁
で
き
た
」
と
回
答
し
た
割
合
は
63・

0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
く
価
格
転
嫁
が
で

き
な
か
っ
た
企
業
は
20
％
以
上
お
り
、
コ
ス
ト
全

体
の
転
嫁
率
を
見
て
も
、
45
・7
％
と
ま
だ
価
格

転
嫁
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
具
体
的
な
価
格
交
渉
を
進
め
る
た

め
に
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
を
も
と
に
、
発
注
企
業
の

価
格
交
渉
へ
の
対
応
状
況
や
価
格
転
嫁
の
状
況

を
点
数
評
価
し
た
企
業
リ
ス
ト
の
公
表
す
る
と

と
も
に
、「
価
格
交
渉
ハン
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
の
役

立
つ
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
公
正
取
引
員
会
で
は
、
労
務
費
の
適
切

な
転
嫁
を
進
め
る
た
め
、「
労
務
費
の
適
切
な
転

嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を
昨

年
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
特
に
労
務
費
は
、

自
社
の
生
産
性
向
上
に
お
い
て
吸
収
す
べ
き
と
い

う
意
識
が
発
注
者
に
根
強
く
あ
り
、
価
格
交
渉

が
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
指
針

の
中
で
発
注
者
・
受
注
者
側
企
業
が
採
る
べ
き
行

動
を
示
す
と
と
も
に
「
定
期
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
交
渉
記
録
の
作
成
、
発
注
者
と
受
注

者
の
双
方
で
の
保
管
」を
双
方
に
求
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に「
価
格
交
渉
の
申
込
み
様
式
」（
見
積
書
）

を
公
開
し
て
お
り
、
国
が
定
め
た
様
式
を
活
用

し
て
、
書
面
で
発
注
企
業
に
価
格
交
渉
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を

活
用
し
よ
う

　

価
格
転
嫁
を
進
め
る
た
め
に
は
発
注
者
企
業

の
理
解
も
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
で
は
、
発
注
者
の
立
場
で
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
取
引
先
や
価
値
創
造
を
図
る
事

業
者
と
の
連
携
・
共
存
共
栄
を
進
め
、
新
た
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

す
。
栃
木
県
で
は
23
年
9
月
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
の
推
進
と
適
切
な
価
格
転
嫁
の

実
現
に
向
け
た
と
ち
ぎ
共
同
宣
言
」
に
当
所
を

は
じ
め
と
す
る
経
済
団
体
等
が
共
同
宣
言
に
署

名
し
ま
し
た
。
こ
の
共
同
宣
言
で
は
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
推
進
す
る
こ
と
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
企
業
は
公
式
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
24
年
3
月
の
時
点

で
約
４
万
３
０
０
０
社
が
宣
言
し
て
い
ま
す
。
取

引
先
が
宣
言
企
業
の
場
合
は
、
宣
言
内
容
や
経

営
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

価
格
交
渉
の
材
料
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
価
格
転
嫁
を
進
め
る
た
め
に
、「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
活
用
と
自
社
の
参

加
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

中
小
企
業
で
は
、依
然
厳
し
い
経
営
環
境
が
続

く
中
で
、原
材
料・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
労
務
費
の

コ
ス
ト
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、中
小
企
業

の
価
格
転
嫁
の
現
状
を
考
え
ま
す
。



全国おもてなしギフト
産直
逸品

記入者／宇都宮商工会議所  青年部
地域活性化委員会  委員長  岩附　豊　　

（ロックサービス代表）

記入者／	 宇都宮商工会議所  女性部
会長  今井　キヨ

（㈱松本　取締役副社長）

宇都宮商工会議所   青年部
公式サイト https://www.u-yeg.jp

宇都宮商工会議所   女性部
公式サイト https://www.u-cci.or.jp/business/joseibu/

th39
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ガンダラカフェ
〒320-0802 宇都宮市江野町11-6 むぎくら中央ビル２F-B

ランチ 11:00-15:00（火曜定休）
カフェ 15:00-19:00（不定休）

 https://gandhara.spiralrock.com/

　

農
家
を
実
家
に
も
つ
店
長
が
手
が
け
た

野
菜
を
使
用
し
た
キ
ー
マ
カ
レ
ー
や
、
店

長
の
実
家
の
お
米
を
使
用
し
た
お
に
ぎ
り
、

お
稲
荷
さ
ん
な
ど
、
栃
木
の
食
材
を
楽
し

め
る
カ
フ
ェ
と
し
て
ラ
ン
チ
営
業
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ト
ラ

イ
ア
ル
カ
フ
ェ
な
ど
、
自
分
の
趣
味
を
生

か
し
た
仕
事
を
始
め
た
い
方
へ
の
レ
ン
タ

ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

店
内
に
は
駄
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
、
小
上
が

り
の
席
が
あ
り
、
子
ど
も
連
れ
の
方
も
安

心
し
て
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

屋
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
ス
パ

イ
ル
ロ
ッ
ク
が
屋
内
で
活
動
で
き
る
場
所

を
作
り
ま
し
た
。

　

第
1
・
3
月
曜
日
の
10
時
〜
12
時
、
第

1
・
3
水
曜
日
の
15
時
〜
17
時
は
、
学
生

限
定
の
時
間
で
、
注
文
を
し
な
く
て
も
過

ご
せ
る
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

スパイルロック（合同）

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

「全国おもてなしギフト」は全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店です。
全国の商工会議所会員約２３０店舗、９５０アイテムが掲載されています。
https://omotenashi-gift.jp

２月地域活性化例会
「地域を知り未来について考えよう」を開催

日光商工会議所女性会との交流会を開催

青年部だより

女性部だより

　

青
年
部
で
は
、
２
月
27
日（
火
）に
ベ
ル
ヴ
ィ

宇
都
宮
で
、
地
域
活
性
化
委
員
会
主
催
に
よ
る

２
月
地
域
活
性
化
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
現

象
を
改
善
し
、
活
気
あ
る
中
心
市
街
地
に
す
る

た
め
に
、
何
か
貢
献
で
き
な
い
か
と
思
い
、
こ

の
例
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
に

詳
し
い
宇
都
宮
市
都
市
整
備
部
Ｎ
Ｃ
Ｃ
推
進
課

と
宇
都
宮
中
心
商
店
街
み
や
ヒ
ル
ズ
活
性
化
委

員
会
会
長
で
あ
り
当
所
青
年
部 

第
15
代
会
長 

檜
山
昌
彦
氏
を
お
招
き
し
て
、
宇
都
宮
市
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
、
知
識

を
深
め
ま
し
た
。

　

講
話
後
、「
西
口
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
延
伸
し
た
未

来
に
、
ど
の
よ
う
な
商
店
街
が
あ
れ
ば
足
を
運

び
た
い
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う
題
材
を
青
年

部
メ
ン
バ
ー
で
考
え
、
商
店
街
の
皆
さ
ま
に
発

表
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
若
手
経
営
者
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
見
え
な
か
っ
た
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
の
知

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
創
出
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

女
性
部
で
は
、
３
月
６
日（
水
）に
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
日
光
商
工
会
議
所
女
性
会
と

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
に
始
ま
っ
た
交
流
会
に
は
日
光
か

ら
10
人
、
宇
都
宮
か
ら
９
人
の
役
員
が
参
加
し
、

お
互
い
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て「
会
員
の
増
強
」

や「
今
後
の
女
性
会
」を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
取
り
な
が
ら
懇
親
を
深
め
た
後
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
視
察
す
る
た
め

「
団
体
向
け
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
見
学
ツ
ア
ー
」に
参

加
。
ト
ナ
リ
エ
３
階
の
交
通
未
来
都
市
う
つ
の
み

や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
で
事
前
説
明
を
受
け
た
後
、

実
際
に
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
に
乗
車
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
か
ら
平
石
停
留
場
ま
で
移

動
し
、
そ
の
後
車
両
基
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
役
員

同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
、
他
地
域
の
活
動
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か

ら
も
他
地
域
の
女
性
会
と
交
流
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

日光女性会と交流を深めました

地域活性化例会の様子

公式サイト

㈱Cooking & Glow
宇都宮市中島町６１３
☎028-612-8650

営業時間／10:00～16:00
定休日／土・日・祝

　

㈱
C
o
o
k
i
n
g 

& 

G
l
o
w
で
は
「
健

康
で
彩
り
の
あ
る
毎
日
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

保
存
料
不
使
用
に
こ
だ
わ
っ
た
「
宮
ぴ
く
る
す
」

を
完
全
手
作
業
で
生
産
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
採

れ
た
新
鮮
な
野
菜
と
、
宇
都
宮
で
創
業
２
４
０
年
、

北
関
東
唯
一
の
酢
蔵
「
中
野
嘉
兵
衛
商
店
」
で
作

ら
れ
た
も
ろ
み
酢
を
贅
沢
に
使
用
し
、
丁
寧
に
仕

上
げ
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
洋
風
、
醤
油
を

ベ
ー
ス
に
し
た
和
風
、
は
ち
み
つ
を
加
え
た
ス

イ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
味
わ
い
を
お
届
け
し

ま
す
。

「
宮
ぴ
く
る
す
（
1
6
0
g
×
6
種
） 」

【
セ
ッ
ト
内
容
】

ぷ
ち
と
ま
と
×
1
、
い
ろ
い
ろ
野
菜
×
1
、
か
ん

ぴ
ょ
う
と
根
菜
×
1
、
宇
都
宮
産
し
い
た
け
×
1
、

う
ず
ら
の
卵
×
1
、栃
木
県
産
大
豆
×
1

　

食
卓
に
笑
顔
を
、
食
を
通
し
て
輝
く
未
来
を
」

と
い
う
思
い
を
胸
に
、
宮
ピ
ク
ル
ス
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
手
作
業
で
作
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が
健
康

で
彩
り
の
あ
る
毎
日
を
送
れ
ま
す
よ
う
に
。

宮ぴくるす（160g×6種） 7,198円（税込）

会員
情報局

ど
ん
な
会
社
？

イベントスペース&カフェ



事業所の名称 所 在 地 電   話  業   種

なかやす会計 小山市城北４－２－１４　コーポ山本３０５号 090-2410-6425 公認会計士

全身ほぐし研究所サルヴァドローレ 宇都宮市西川田３－８－１７ カーサ・ベネフィック１００１号 080-2309-2773 リラクゼーションサロン

メンバーズ バー リノ 宇都宮市泉町２－２１ ＴＡＲＴビル１０５号 080-4730-7779 飲食

杜若 宇都宮市本町８－１１　林ビル１階 080-1368-0799 飲食

㈱ＺＥＡＬＬ　ｐｌｕｓ 宇都宮市今泉町６５－２　大垣ビル１階 080-1203-2868 福祉サービス

Ｒｙｕｋｙｕ ｆｏｏｄ ｔｅｃｈ合同会社 宇都宮市御幸ヶ原町６８－３２ 林ハイツ１０５号 080-1995-1939 冷凍食品

瑞穂野学童クラブ 宇都宮市上桑島町１３１０－１４ 028-656-5452 学童クラブ

琉花 下都賀郡壬生町壬生甲３８０３－３７ 090-4956-6385 解体工事

ＩＰ通り整骨院 宇都宮市インターパーク２－１５－１ アルメリーナ１階 028-612-7283 整骨院

Ｎｉｎｅ　ｇｏ 宇都宮市砥上町３４９－１０ 070-8936-5645 美容

㈱総合体力研究所 宇都宮市清原台４－２６－４ フォルトゥーナ清原台１０２ 028-689-8325 健康支援サービス

仁 宇都宮市若松原２－１２－２８ 080-9211-6461 塗装

㈱あゆせ 宇都宮市峰３－６－３５ グランスイート宇大前１階 080-5525-5108 自転車販売

㈱Ｍ－ＳＴＹＬＥ 宇都宮市南高砂町１－９ 028-612-3418 葬儀サービス

作都工業 宇都宮市砥上町３０５－１２ 090-7288-8518 解体工事

菅野ＦＰ・社労士事務所 東京都港区港南１－６－３３ 品川グランレジデンス１６１０ 03-6712-8167 社会保険労務士事務所

令和5（2023）年12月7日～令和6（2024）年2月1日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。
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岩村建設㈱
代表取締役社長

鈴木　隆之氏
（2024年 4月 1日付）

岩村建設㈱
取締役会長

岩村　隆之氏

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
　

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
は「
で
あ
い

と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」を
テ
ー
マ
に

昭
和
51
年
に
産
声
を
上
げ
て
以
来
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
北
関
東

最
大
の
祭
り
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
近
年
の
物
価
高
騰
に

伴
い
、
開
催
資
金
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今

年
度
か
ら
は
協
賛
金
額
お
よ
び
協
賛

内
容
を
下
記
の
表
の
と
お
り
、
一
新
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

協
賛
内
容
や
金
額
、
申
込
方
法
は
本

号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
49
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
概
要

■
開
催
日
時

８
月
３
日（
土
）
～
８
月
４
日（
日
）

午
後
４
時
30
分
か
ら
９
時

■
会
場　

大
通
り
周
辺

■
主
催　

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催

委
員
会（（
一
社
）宇
都
宮
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
）

第
４９
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り

「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」ご
協
賛
の
お
願
い

うちわへの掲載

宮まつりＨＰへの掲載

パンフレットへの掲載

芳名板への掲載

提灯への掲載

（とちぎテレビ、下野新聞、当所会報）各種メディア掲載

１万円 2万円 3万円 5万円 7万円 10万円 15万円協賛内容／協賛金額

協賛メニュー一覧

　

宇
都
宮
市
内
の
中
心
商
業
地
活
性

化
の
た
め
、
空
き
物
件
を
賃
借
し
て

新
規
出
店
す
る
事
業
者
に
対
し
て
の

補
助
制
度
を
、
４
月
１
日
か
ら
一
部

改
正
し
ま
し
た
。

　

記
載
内
容
は
制
度
の
一
部
で
す
の

で
、
出
店
を
計
画
中
で
、
本
制
度
の

利
用
を
お
考
え
の
方
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金

４
月
１
日
か
ら
制
度
の
一
部
を
改
正

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

新
入
会
員
の
紹
介

補助金の
詳細はこちら

 令和6年4月1日の改正内容

 補助金申請・請求手続の概要

旧

対象物件

対象業種

営業時間

経営財務診断費

補助率 ： 50％
上限額 ： 1万５千円

一般店舗
補助率 ： 30～50％
上限額 ： 150万円

内外装改造費

大谷石蔵活用店舗
補助率 ： 30％
上限額 ： 200万円

商店街等定めた
コンセプト

補助率 ： 50％
上限額 ： 150万円

店舗改装費
補助率 ： 30％
上限額 ： 50万円

請求期間

新

当所ホームページに掲載され
ている対象区域内にある物件

当所ホームページに掲載され
ている対象区域内にある90日
以上契約されていない物件

週４日以上の営業が必要
（飲食業は11：00～14：00の間
で2時間以上のランチ営業が週
４日以上必要）

専門家の経営財務診断に要し
た費用
（申請時のみ）

小売、飲食、サービス、医療・社
会福祉、教育・学習支援業等

週４日以上の営業が必要
（飲食業はランチ営業が必要）

専門家の経営財務診断に要し
た費用
（申請時・開店6ヵ月後・開店１
年後）

天井・壁・床・塗装・電気・
給排水、外装工事（サイン工事
含む）
※厨房等の設備工事は対象外

天井・壁・床・塗装・電気・
給排水、外装工事（サイン工事
のみ）

補助金利用後２～５年間の間
に店舗を改装した費用

受給資格認定日から２年間受給資格認定日から１年間

一般店舗と同様

変更なし

変更なし

（市長の認定を受けたも
の）に合致する業種

廃止

窓口で出店場所、業種、事業計画等をヒ
アリングし、条件を満たしている方に申
請書類一式をお渡しします。

申請書類を開店60日以内に窓口に提出
してください。

窓口で受給資格認定書と請求書類一式
をお渡しします。

受給資格認定日から１年以内に請求書
類を窓口に提出します。

請求書類をもとに請求認定審査を行い
ます。

承認されると補助金を請求することが
できます。

相談

申込

審査委員会（請求認定審査）

審査委員会（受給資格認定審査）

受給資格認定書発行

補助金交付

内外装改造費用および経営財務診断費用の請求

※補助金交付後も商店街との連携やランチ営業など、補助要件を継続して尊守する必要があります
※令和5年3月31日までに申し込みをした店舗は、従前の制度が適用されます

　

令
和
６
年
度
の
宇
都
宮
商
工

会
議
所
年
会
費
は
、
４
月
30
日

（
火
）に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
銀

行
窓
口
等
で
お
支
払
い
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
後
日
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に

は
原
則
領
収
書
を
発
行
し
ま
せ

ん
が
、
領
収
書
を
ご
希
望
さ
れ

る
場
合
は
総
務
部
の
会
員
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
過
去
に
領
収
書
の
発

行
を
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
る

場
合
は
、
引
き
続
き
領
収
書
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
は

不
要
で
す
。

問合せ
総
務
部

☎
０
２
８
-6
3
7
-3
1
3
1

年会費
口座振替日の
お知らせ

令和6年度
宇都宮商工会議所
年会費口座振替日

4月30日（火）
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宇都宮市鈴木経済部長（右）から回答書を受け取る当所野原専務理事（左）

宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望
に
対
す
る
回
答

　

当
所
で
は
、
令
和
６
年
度
予
算

化
お
よ
び
措
置
要
望
書
を
、
令
和

５
年
10
月
４
日
に
宇
都
宮
市
長
お

よ
び
市
議
会
議
長
宛
て
に
提
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
宇
都
宮

市
か
ら
令
和
６
年
２
月
20
日
に
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
新
規
要
望
に
関
す
る

要
望
内
容
お
よ
び
回
答
の
み
を
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
要
望
書
お

よ
び
回
答
書
全
文
は
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て1
新
た
な
基
幹
産
業
創
出
、
育
成

に
つ
い
て（
新
規
）

　

本
市
は
、
東
京
か
ら
約
１
０
０

㎞
、
新
幹
線
で
約
50
分
、
東
北
自

動
車
道
や
北
関
東
自
動
車
道
な
ど

の
交
通
の
利
便
性
も
高
く
、
人
口

50
万
の
中
核
市
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
っ
て

い
る
街
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
時

代
を
迎
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
都

市
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は
、

製
造
業
の
国
内
回
帰
の
動
き
を
的

確
に
と
ら
え
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
半

導
体
、
蓄
電
池
、
Ａ
Ｉ
、
バ
イ
オ

農
業
等
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た

な
基
幹
産
業
創
出
・
育
成
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
が
企
業

活
力
に
満
ち
、
選
ば
れ
る
都
市
と

し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
次

の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。

（
１
）先
端
企
業
や
将
来
有
望
な
分

野
に
強
み
を
持
つ
企
業
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
等
の
積
極
的
な
誘

致（
２
）ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
活
用
方
法
に
関
す
る
調

査
・
研
究
の
実
施

（
３
）カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

伴
う
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
の
進
展
等
、

急
激
な
社
会
経
済
環
境
変
化
に
対

応
す
べ
く
、
市
内
事
業
者
の
事
業

再
構
築
に
対
す
る
取
組
支
援

【
回
答
】産
業
政
策
課
、
デ
ジ
タ
ル

政
策
課
、
商
工
振
興
課

（
１
）本
市
で
は「
う
つ
の
み
や
産

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
き
ま
し
て
、

重
点
振
興
産
業
と
し
て
、
グ
リ
ー

象
の「
ホ
ー
プ
フ
ル
ク
リ
テ
リ
ウ

ム
」を
再
現
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

を
生
成
す
る
こ
と
で
、
選
手
と
一

緒
に
走
っ
て
い
る
よ
う
な
体
験
を

創
出
す
る
共
同
実
験
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
民
間
事
業
者
等
の

動
向
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活

用
可
能
性
に
つ
い
て
、
情
報
収
集

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）市
内
事
業
者
の
事
業
再
構
築

に
対
す
る
取
組
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
中
小
企
業
等
が
国

の
支
援
制
度
を
積
極
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
支
援
機
関
と
連
携
し

て
幅
広
い
周
知
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
本
市
独
自
の
取
組
と
し
て
、

令
和
６
年
度
宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

ン
や
半
導
体
な
ど
今
後
成
長
が
見

込
ま
れ
る
産
業
や
集
積
を
図
る
べ

き
産
業
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
う
ち
特
に
高
い
将
来
性
が
見

込
ま
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
、
情

報
通
信
産
業
、
半
導
体
関
連
産
業
、

蓄
電
池
産
業
を「
企
業
立
地
等
支

援
補
助
金
」に
お
き
ま
し
て
手
厚

く
支
援
す
る「
大
規
模
上
乗
せ
補

助
」の
対
象
と
す
る
な
ど
、
市
内
へ

の
立
地
促
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康

分
野
、
環
境
・
脱
炭
素
分
野
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
分
野
な
ど
の
起
業
家
・

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
対
象
と

し
て
、
事
業
成
長
を
伴
走
支
援
す

る「
宇
都
宮
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
、
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
市
内
事
業

者
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
市
外
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
東
京
都
内
に
設
置

し
て
い
る「
宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
」や
、
都
内
で
新
た
な

活
動
拠
点
と
な
る
３
カ
所
の
コ

中
小
企
業
の
技
術
の
高
度
化
お
よ

び
経
営
の
合
理
化
を
図
る
設
備
投

資
を
支
援
す
る「
中
小
企
業
高
度

化
設
備
設
置
補
助
金
」や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
資
す
る
設
備

投
資
に
か
か
る
融
資
で
あ
る「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
資
金
」に
お
き

ま
し
て
、
新
設
・
増
設
し
た
設
備

の
取
得
に
係
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

は
、
中
小
企
業
等
と
先
進
的
な
技

術
等
を
有
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
と
の
協
業
を
促
進
す
る

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
新
た
に
実
施
し
、
そ

の
協
業
事
例
を
幅
広
く
市
内
中
小

企
業
に
周
知
し
な
が
ら
、
市
内
企

業
全
体
へ
の
新
規
事
業
創
出
の
意

識
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
着
実
に
推
進
し
な
が
ら
、

本
市
産
業
を
支
え
る
中
小
企
業
等

の
新
規
事
業
創
出
や
事
業
再
構
築

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

■
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て1
市
内
商
店
街
へ
の
支
援
強
化
に

つ
い
て（
新
規
）

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
を
最
大

限
に
活
用
し
て
、
本
市
の
支
援
施

策
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

な
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
推

進
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
、
市
場

規
模
が
拡
大
し
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
な
る
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

る
中
、
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
令

和
５
年
２
月
に
策
定
し
た「
宇
都

宮
市
デ
ジ
タ
ル
共
創
未
来
都
市
ビ

ジ
ョ
ン
」に
お
き
ま
し
て
、
地
域
経

済
循
環
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

活
用
の
方
向
性
と
し
て
、「
地
域

に
お
け
る
魅
力
や
賑
わ
い
と『
新

た
な
価
値
』の
創
出
の
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
い
く
」と

掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
の
技
術
検
証
の
一
環
と

し
て
、
令
和
５
年
度
の
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

に
お
き
ま
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
人
間
情

報
研
究
所
と
連
携
し
、
高
校
生
対

　

特
定
退
職
金
共
済
制
度
は
、
商

工
会
議
所
等
が
、
所
得
税
法
施
行

令
第
73
条
に
定
め
る
特
定
退
職
金

共
済
団
体
と
し
て
承
認
を
得
て
実

施
し
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。
事

業
所
が
当
所
と
退
職
金
共
済
契
約

を
締
結
し
、
毎
月
掛
金
を
納
付
す

る
こ
と
で
、
従
業
員
が
退
職
を
し

た
時
、
当
所
が
事
業
所
に
代
わ
っ

て
従
業
員
に
直
接
、
退
職
金
を
給

付
す
る
制
度
で
す
。

■
制
度
の
特
色

　

退
職
金
制
度
の
確
立
は
従
業
員

の
確
保
と
定
着
を
図
り
、
企
業
経

営
の
発
展
に
役
立
ち
ま
す
。

　

掛
金
は
一
人
月
額
１
０
０
０
円

か
ら
３
万
円
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

し
か
も
従
業
員
の
給
与
に
な
り
ま

せ
ん
。（
所
得
税
法
施
行
令
第
64
条
、

法
人
税
法
施
行
令
第
１
３
５
条
）

　

新
規
加
入
す
る
事
業
所
の
場
合
、

以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
従
業
員

に
つ
い
て
は
、
過
去
勤
務
期
間
の

通
算
の
取
り
扱
い
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
本
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

本
市
内
の
商
店
街
は
、
地
域
に

密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、

地
域
と
の
連
携
協
働
に
よ
り
一
種

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
で
は
、

経
営
者
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者

問
題
や
集
客
力
が
高
い
・
話
題
性

の
あ
る
店
舗
が
少
な
い
こ
と
や
、

店
舗
等
の
老
朽
化
、
大
型
量
販
店

と
の
競
合
等
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か

ら
商
店
街
を
構
成
す
る
会
員
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
郊
外
に
行
く
ほ

ど
深
刻
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
商
店
街
に

対
し
て
後
押
し
で
き
る
よ
う
、
次

の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。　

（
１
）商
店
街
で
取
り
組
む
Ａ
Ｉ
カ

メ
ラ
に
よ
る
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
支
援

（
２
）魅
力
あ
る
商
店
街
等
支
援
事

業
の
補
助
金
拡
充
と
自
己
負
担
割

合
の
軽
減

【
回
答
】商
工
振
興
課

（
１
）商
店
街
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
店
街

を
構
成
す
る
小
売
や
飲
食
店
等
を

含
め
た
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
促
進
補
助
金
制

度
」に
お
き
ま
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
や
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ

の
導
入
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
な
ど
、
生
産
性
の
向
上
や

人
材
不
足
な
ど
の
解
消
に
向
け
た

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
商
店

街
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）魅
力
あ
る
商
店
街
等
支
援
事

業
の
補
助
金
拡
充
と
自
己
負
担
割

合
の
軽
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
５
年
11
月
か
ら
商
店
街
の
安
全

安
心
の
た
め
に
実
施
す
る
取
組
を

支
援
す
る
た
め
、
商
店
街
を
巡
回

す
る
警
備
員
の
人
件
費
に
か
か
る

補
助
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
か
か
る
補
助

に
つ
き
ま
し
て
も
、
補
助
率
お
よ

び
補
助
上
限
額
の
拡
充
を
行
い
、

商
店
街
の
自
己
負
担
割
合
の
低
減

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

令
和
６
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

市
内
商
店
街
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
よ
り
的
確
で
効
果
的
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

予算化および
措置要望回答の
全文はこちら

特
定
退
職
金
共
済
制
度

着
実
な
備
え
で
企
業
も
従

業
員
も
安
心
!!

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ問合せ

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
栃
木
支
所

☎
0
2
8-

6
5
1-

2
7
0
1

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
受
診

す
る
適
性
診
断
は
、
ご
自
身
の「
運

転
の
ク
セ
」を
客
観
的
に
把
握
・

ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
、
さ
ら
な

る
安
全
運
転
に
役
立
ち
ま
す
。「
年

末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
」期
間
限
定
で
の
無
料
体
験
受
診

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
診
断
期
間
】

4
月
15
日（
月
）

※
所
要
時
間
70
分
程
度

【
会
場
】

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
栃
木
支
所	

（
宇
都
宮
市
大
通
り
２
-１
-５ 

明
治

安
田
生
命
宇
都
宮
大
通
り
ビ
ル
２
Ｆ
）

【
申
込
方
法
】

お
電
話
に
て
ご
予
約
を
お
願
い
た

し
ま
す
。
ご
案
内
可
能
な
日
程
お

よ
び
時
間
帯
を
お
伝
え
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 （独）

自
動
車
事
故
対
策
機
構

栃
木
支
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

無
料
で
体
験
受
診

「
適
性
診
断
」
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専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 5月14日（火）、6月11日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）
日　時	 5月15日（水）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス

決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境
整備・Web会議など）、サイバーセキュリティ対策などＩＴを活
用した経営・業務課題の改善をお考えの方

相談員	 （公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部 
	   支援担当者
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月19日（金）、6月21日（金）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
受　付	 電話予約
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

■オンライン経営相談（要予約）
日　時	 希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、		
	 ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

■栃木県よろず支援拠点サテライト拠点（毎週木曜日・要予約）
日　時	 4月18日（木）、25日（木）、5月2日（木）、9日（木）、16日（木）
	 午前9時〜午後5時
受　付	 栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
内　容	 経営に関すること全般
相談員	 栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
問合せ	 栃木県よろず支援拠点　☎028-680-2618
	 経営支援部

相談
無料

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料IT相談会

税務相談

東商ビジネススクール研修講座（共催：東京商工会議所）

年間約130講座が
オンラインで受講可能

日　時	 5月9日（木）　午前10時～午後４時30分
内　容	 貸借対照表（BS）・損益計算書（PL）・キャッシュフロー計算書

（CS）の『財務３表』をそれぞれバラバラに理解するのではな
く、相互の繋がりを確認しながら、会計の全体像と基本的な
仕組みを理解していく講座です。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

まもなくオンラインで開催する研修講座の一部をお知らせします。

財務３表一体理解講座

日　時	 ５月22日（水）　午前10時～午後４時30分
内　容	 これからの総務の役割について若い世代の方々にもご理解い

ただけるよう、できる限り具体的な事例を紹介しながら解説し
ます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円  

日　時	 5月29日（水）　午後１時～４時30分
内　容	 Webの基礎知識からWebサイト活用の全体像、Webサイト構築・

運用の基礎知識まで幅広いテーマを取り上げます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円 

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所ホームページ
　　　　　 （東商ビジネススクール研修講座）の専用申込
　　　　　  フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131

総務担当者向け基礎実務講座

日　時	 ５月14日（火）　午前10時～午後４時30分
内　容	 組織やチームにおいて中核となる中堅社員としての自覚を促

し、役割を果たすために必要な７つの仕事力を身につけるこ
とができます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

Webサイト構築・運用の基礎知識

■研修内容

※4月1日から通学の研修講座も会員価格で受講できるようにな
りました。研修講座内容の詳細や年間スケジュールは、当所ホー
ムページからご確認ください。

当所ホームページ

中堅社員 あなたの役割と
仕事はこれだ！

日　時	 5月15日（水）　午前10時～午後４時30分
内　容	 心理的安全性の必要性とその作り方を学び、チームマネジメ

ントの引き出しをふやします。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

リーダーのための心理的安全性の
高いチームのつくり方 講座No.202800

日　時	 5月28日（火）　午前10時～午後４時30分
内　容	 給与計算を行う上で必要となる労働基準法、社会保険、税金

に関する基本知識について、具体的な計算例を交えてわかり
やすく解説し、毎月の給与計算を正確に行うことができるよう
身につけます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

給与計算の実務講座 講座No.202951

1.60%
（-0.22％）1.82%介護保険料率

9.79%
（-0.17％）

9.96%健康保険料率

令和6年4月納付分～現　行区　分

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は

中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
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0- 
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1
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問合せ

　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
は
、
金
融
機
関
・
民
間
専
門
家
・

各
種
支
援
機
関
と
連
携
し「
地
域
全

体
で
の
収
益
力
改
善
、
経
営
改
善
、

事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大

化
」を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
相
談
に
対
し
て
、
面
談

や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上

の
問
題
点
や
具
体
的
な
課
題
の
抽

出
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
飲

食
業
、
宿
泊
業
等
専
門
窓
口
の
設
置

や
栃
木
県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

し
、
支
援
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
幅
広
く
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

収益力改善支援

事業再生支援

再チャレンジ支援

経営改善計画策定支援事業

◎相談の流れ

◎面談や資料の分析を通じて経営上の問題点や具体的
  な課題を抽出
◎課題解決に向けて適切なアドバイス

都道府県の中小企業活性化協議会

第１次段階　窓口相談

財務上の課題を持つ中小企業

関係支援機関の
機能活用が適当であると

判断した場合

よろず支援拠点等の
支援機関を紹介

協議会の事業で対応

ご相談
金融機関 ご相談

ご相談
商工会・商工会議所や

税理士など

栃木県中小企業
活性化協議会
ホームページ

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
・
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部
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■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.30％
（令和6年3月29日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.30％
（令和6年3月29日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ

ル
経
の
取
り
扱
い
は
令
和
6
年

6
月
末
ま
で
の
予
定
で
す

　

中
小
企
業
で
働
く
方
や
そ
の
ご

家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」の
令
和

６
年
度
の
健
康
保
険
料
率
お
よ
び

介
護
保
険
料
率
が
、
４
月
納
付
分

か
ら
左
表
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
協
会
け
ん
ぽ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年「
協
会
け
ん
ぽ
」の

保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

問合せ
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
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講座No.202869

講座No.202983

講座No.202977

講座No.203044



　

今
年
7
月
3
日
、
20
年
ぶ
り
に
紙
幣

の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
、
渋
沢
栄
一（ 

一 

万
円

札
）、
津
田
梅
子
（
五
千
円
札
）、
北
里
柴

三
郎
（
千
円
札
）
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
と
な

り
ま
す
。
中
で
も
、
渋
沢
栄
一（
1
8
4
0

〜
1
9
3
1
）は
何
度
か
宇
都
宮
を
訪
れ
て

い
ま
す
。
今
回
か
ら
新
札
発
券
直
前
の
6

月
ま
で
の
3
回
に
わ
た
っ
て
、
渋
沢
栄
一 

と

宇
都
宮
と
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

1
9
1
3
年
10
月
1
日
、
渋
沢
栄
一 

は

日
光
東
照
宮
三
百
年
祭
奉
斎
会
長
と
し
て

来
晃
を
機
に
、
当
時
の
宇
都
宮
商
工
会
議

所
会
頭
の
上
野
松
次
郎
の
招
き
で
、
会
員
約

5
0
0
人
を
前
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
講
演
の
中
で
渋
沢
は
「
私
が
初
め
て
当
地

に
参
り
ま
し
た
の
は
50
年
前
、
そ
の
後
は
元

治
元
（
1
8
6
4
）
年
6
月
に
一
橋
家
の

家
来
と
し
て
野
州
の
当
家
の
領
地
に
赴
き
宇

都
宮
に
一
泊
、
ま
た
、
15
・
6
年
前
（
明

治
30
年
頃
か
）、
東
京
会
議
所
会
頭
時
代
に

当
地
の
実
業
家
諸
君
と
お
会
い
し
た
」
と
複

数
回
に
わ
た
り
宇
都
宮
を
訪
れ
て
い
た
こ
と

に
触
れ
て
い
ま
す
。

　
「
近
代
日
本
経
済
の
父
」、「
日
本
資
本
主

義
の
父
」
と
称
さ
れ
た
渋
沢
は
、
明
治
か
ら

現
在
に
至
る
日
本
経
済
の
基
盤
創
生
と
し
て

多
く
の
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

日
本
初
の
銀
行
で
あ
る
「
第
一
国
立
銀
行
」

（
み
ず
ほ
銀
行
が
そ
の
系
譜
）、「
東
京
株
式

取
引
所
」（
東
京
証
券
取
引
所
の
前
身
）、「
東

京
商
法
会
議
所
」（
現
在
の
東
京
商
工
会
議

所
）
の
ほ
か
、
王
子
製
紙
や
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

な
ど
に
つ
な
が
る
民
間
企
業
約
5
0
0
社
の

設
立
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

渋
沢
の
著
書
『
論
語
と
算
盤
』
に
「
企

業
の
目
的
が
利
潤
追
求
に
あ
る
と
し
て
も
そ

の
根
底
に
は
道
徳
が
必
要
」
と
記
し
「
道

徳
経
済
合
一
説
」
の
理
念
に
つ
い
て
は
「
富

を
な
す
根
源
は
何
か
と
い
え
ば
、仁
義
道
徳
。

正
し
い
道
理
の
富
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
富
は

完
全
に
永
続
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
」
と
し
、

「
金
銭
資
産
は
、
仕
事
の
滓
で
あ
る
」
と
も

記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
の
も
と
、
交
益

を
第
一
と
し
、
商
法
講
習
所
（
現
・
一
橋

大
学
）、
大
倉
商
業
学
校
（
現
・
東
京
経
済

大
学
）、
高
千
穂
高
等
商
業
学
校
（
現
・
高

千
穂
大
学
）、
女
子
教
育
奨
励
会
（
現
・
東

京
女
学
館
中
学
校
・
高
等
学

校
）
の
設
立
、
日
本
女
子
大

学
や
早
稲
田
大
学
の
創
立
支

援
な
ど
の
教
育
機
関
や
東
京

慈
恵
会
、
聖
路
加
国
際
病

院
等
の
医
療
事
業
の
設
立
や

社
会
事
業
の
支
援
、
パ
リ
の

凱
旋
門
広
場
を
モ
デ
ル
と
し

た
田
園
調
布
の
開
発
な
ど
に

も
携
わ
って
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
札
の
図
案
に
採
用
さ
れ
る

渋
沢
は
、
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
紙
幣
の
図

案
に
採
用
さ
れ
た
人
物
の
中
で
一
番
紙
幣
と

深
い
関
係
の
あ
る
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。
渋

沢
は
1
8
6
7
年
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
万
博

に
徳
川
昭
武
（
15
代
将
軍
慶
喜
の
異
母
弟
）

に
随
行
、
ヨ
ー
ロッ
パ
各
国
を
訪
問
し
て
い
ま

す
。
帰
国
後
旧
幕
臣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
明

治
新
政
府
に
召
喚
さ
れ
、
1
8
7
2
年
に

は
大
蔵
省
三
等
出
仕
と
な
り
紙
幣
寮
の
頭
に

就
任
、新
政
府
に
よ
る
新
紙
幣
（
不
換
紙
幣
、

明
治
通
寶
）
の
発
行
に
従
事
し
ま
す
。

　

幕
末
の
動
乱
期
か
ら
の
政
治
混
乱
と
戊
辰

戦
争
の
軍
事
費
捻
出
の
た
め
、
太
政
官
札
、

民
部
省
札
、
府
県
札
、
為
替
会
社
札
な
ど

雑
多
で
大
量
の
紙
幣
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
混

乱
す
る
政
治
情
勢
の
中
で
経
済
も
混
乱
を
き

た
し
、
大
量
の
紙
幣
の
中
に
は
多
く
の
偽
造

紙
幣
が
包
括
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
渋
沢
が
就

任
し
た
紙
幣
寮
や
大
蔵
省
の
設
立
に
よ
り
、

新
紙
幣
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
雑
多
な
旧
紙

幣
は
回
収
、
民
衆
か
ら
は
新
た
な
紙
幣
と
し

て
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
紙
幣
は
発
行

に
携
わ
っ
た
人
物
が
紙
幣
の
〝
顔
〟
と
な
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

髷姿の渋沢栄一
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）

パリ万博に随行中、現地で髷を切った渋沢栄一
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）

5

15

有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607
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先
日
、
鉄
道
が
テ
ー
マ
の
テ
レ
ビ
番

組
に
出
演
し
、「
貨
物
鉄
道
輸
送
」に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貨
物
列
車
を
引
く
機
関
車
が
好
き
で
、

趣
味
的
な
話
題
が
中
心
で
し
た
が
、
ほ

か
の
出
演
者
と
も
深
く
話
し
て
い
く
う

ち
に
、「
鉄
道
貨
物
は
こ
れ
か
ら
日
本

の
物
流
を
支
え
て
い
く
大
き
な
存
在
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
考
え
を

強
め
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
内
の
貨
物
輸
送
の
う
ち

鉄
道
が
占
め
る
割
合
は
、
わ
ず
か
５
％

ほ
ど
。
５
割
を
自
動
車
が
、
４
割
を

船
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
貨
物
は
こ
れ
ま
で
、
環
境
に
優

し
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
は
ト
ラ
ッ
ク
の
11
分
の
１
と
、

環
境
負
荷
の
小
さ
い
輸
送
機
関
で
す
。

た
だ
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
会
計
帳

簿
に
数
字
と
し
て
載
せ
な
い
た
め
、
企

業
に
と
っ
て
は
成
果
が
見
え
に
く
く
、

経
営
の
視
点
か
ら
判
断
し
づ
ら
い
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
機
動
力
の
高

さ
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
分
か
り
や
す
い

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
主
流
と
な
っ
て
き
た

の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
最
近
は
深
刻
な

問
題
が
発
生
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
問
題
で
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
働
き
方
改
革

関
連
法
の
施
行
に
よ
る
２
０
２
４
年

問
題
や
、
団
塊
世
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

引
退
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
労

働
力
人
口
減
少
に
よ
り
、
新
規
ド
ラ
イ

バ
ー
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
物
流
需

要
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
る
の
に
反
し
て
、

輸
送
能
力
は
下
が
る
一
方
で
す
。
や
が

て
こ
れ
ま
で
通
り
の
や
り
方
は
通
用

し
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
が
鉄
道
貨

物
で
す
。
貨
物
列
車
は
10
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
65
台
分
を
一
編
成
で
運
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で

は
65
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
必
要
に
な
る

の
が
、
た
っ
た
１
人
の
貨
物
運
転
士
だ

け
で
運
べ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
に
対
応
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
近
距
離
の
み
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

鉄
道
貨
物
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
コ
ン

テ
ナ
の
積
み
込
み
の
手
間
と
時
間
が

か
か
る
点
で
す
。
最
近
は「
東
京
レ
ー

ル
ゲ
ー
ト
」の
よ
う
な
、
貨
物
駅
の
隣

で
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
コ
ン
テ
ナ
へ
積
み
替

え
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
巨
大

セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
、

通
常
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
固
定
さ
れ
て

い
る
荷
台
全
て
を
分
離
可
能
な
コ
ン
テ

ナ
に
し
、
サ
ブ
ス
ク
で
い
ろ
ん
な
コ
ン

テ
ナ
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
、
さ
ら
に
、
自
動
で
貨
車
に
載
せ

替
え
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、

積
み
替
え
の
手
間
も
省
け
て
停
車
時

間
の
大
幅
な
短
縮
が
可
能
に
な
り
そ

う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
県
を
ま
た
ぐ

輸
送
は
鉄
道
貨
物
に
切
り
替
え
る
こ

と
で
、
物
流
を
維
持
で
き
、
経
済
の

発
展
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

数
々
の
機
関
車
に
連
な
る
貨
物
列

車
は
、
荷
物
と
一
緒
に
次
世
代
へ
の
希

望
も
運
ん
で
い
き
ま
す
。

第13回

「
鉄
道
貨
物
が
物
流
の
救
世
主
に
」

気
象
予
報
士
兼
税
理
士
　
藤
富
　
郷

第12回

渋沢栄一と宇都宮①

下野市教育委員会事務局文化財課  山口  耕一

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレ
ビ「スッキリ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21 年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の
鉄道では、鉄道イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合
わせて幅広く活躍中。地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域とも関わりも深めている。

①４度  ②８度  ③12度  ④15度

〈今月号の答え〉  ② 8度
〈解説〉地下採掘場跡は広さ約２万平方m、最深部は地下60ｍにも達します。平均温度は８度と真夏でもひんやりして、食品の熟成や保存にも利用され

ています。

Ｑ. 大谷石採掘の歴史が分かる「大谷資料館」の地下採掘場跡の平均温度は何度でしょうか？

あなたも挑戦！「宮のもの知りクイズ」



常勤役員の人事異動
（令和5年4月1日付）

●常務理事兼事務局長

小関　裕之
（前　常務理事）

●中小企業相談所所長兼
   経営支援部長　副参事

野沢　恭久
（前　中小企業相談所所長兼地域振興部長　副参事）

退任（令和6年3月31日付）

手塚　忠之
（前   理事兼事務局長）

常勤役員の人事異動
（令和6年4月1日付）

職員の人事異動
（令和6年4月1日付）

●総務部長　副参事

長谷　　眞
（前　総務部長　主幹）

●地域振興部長　副参事

中島　寿典
（前　経営支援部長　主幹）

●地域振興部　主幹
（特非）宇都宮まちづくり推進機構出向

濱﨑　常明
（前　地域振興部　主幹）

●経営支援部次長　主幹

平山　英明
（前　経営支援部次長代理　副主幹）

●地域振興部　主査

田中　飛鳥
（前　地域振興部　主任主事）

●地域振興部　主任主事

郷　　真吾
（前　総務部　主任主事）

●総務部　主任主事

佐川　拓也
（前　経営支援部　主任主事）

●地域振興部　主任主事

吉川　早紀
（前　地域振興部　主事）

●総務部　主任主事

斎藤　那菜
（前　総務部　主事）

●経営支援部　主任主事

小泉空見子
（前　経営支援部　主事）

●地域振興部　主事

大湾　政哉
（前　経営支援部　主事）

●経営支援部　主事

柴田　航希
（前　地域振興部　主事）

●地域振興部　主事

岩﨑　航大
（新規採用）

退職（令和6年3月31日付）
木村　晴香

（前　地域振興部　主事）

退職（令和6年3月31日付）
清嶋眞智子

（前　地域振興部　主任　（特非）宇都宮まちづくり推進機構出向）

宇都宮商工会議所手数料徴収規則の一部改正（4月1日施行）

金　額手数料の名称

貿易関係書類
認証手数料

オンライン発給証明
手数料【新規追加】

会　員　 1,260円
非会員　 2,360円

会　員　 1,100円
非会員　 2,200円証明手数料

会　員　無　　 料
非会員　11,000円登　録　料

令和6（2024）年度事業収支予算
（令和6（2024）年４月１日～令和7（2025）年３月３１日）

合 計
13億2056
万円

会計別予算構成

支出構成

収入構成

23.8 ％

38.8％
（51,283万円）

59.4％
（78,424万円）

17.6 ％
（23,296万円）

12.4％
（16,439万円）

29.1 ％
（38,453万円）

12.7 ％
（16,709万円）

1.1％
（1,413万円）

14.1％
（18,576万円）

3.9％
（5,123万円）

9.1％
（12,045万円）

16.6 ％
（22,010万円）

9.0％
（1,186万円）

（31,436万円）

7.8 ％
（10,294万円）

7.5 ％
（9,879万円）5.1％

（6,768万円）

17.0 ％
（22,949万円）

合 計
13億2056
万円

合 計
13億2056
万円

■会費　

■事業収入　

■補助金等

■負担金等　

■繰入金　

■繰越金

■事業費　

■人件費

■管理費等　

■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計　■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　■中小企業活性化事業特別会計

■経営改善計画策定支援等事業特別会計　■事業承継・引継ぎ支援事業特別会計

15.0 ％
（19,760万円）

飯塚真規 常議員
（㈱TKC代表取締役 社長執行役員）

（令和6年3月14日付）

新任役員紹介
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３
月
14
日
（
木
）
に
開
催

し
た
第
５
回
常
議
員
会
な
ら

び
に
通
常
議
員
総
会
に
お
い

て
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画

や
収
支
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
６
件
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
や

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
後
、

常
議
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、

飯
塚
真
規
氏
（
㈱
Ｔ
Ｋ
Ｃ
代

表
取
締
役　

社
長
執
行
役

員
）を
常
議
員
に
選
任
。ま
た
、

去
る
１
月
１
日
付
で
退
任
さ
れ

た
角
一
幸
常
議
員
（
㈱
Ｔ
Ｋ
Ｃ

相
談
役
）
に
、
退
任
役
員
・

議
員
の
表
彰
と
名
誉
議
員
の
名
称
を

贈
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
貿
易
関
係
証
明
の
オ
ン
ラ

イ
ン
発
給
を
行
う
た
め
の
「
宇
都
宮

商
工
会
議
所
手
数
料
徴
収
規
則
」
を

一
部
改
正
す
る
議
案
が
承
認
さ
れ
る

と
と
も
に
、
新
入
会
員
お
よ
び
特
別

会
員
の
加
入
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
に

「
令
和
６（
２
０
２
４
）
年
度
宇
都
宮

市
への
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望
」
に

対
す
る
宇
都
宮
市
か
ら
の
回
答
（
12

頁
参
照
）、
角
常
議
員
の
日
本
商
工
会

議
所
退
任
表
彰
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画
や

収
支
予
算
な
ど
６
議
案
を
承
認

令
和
５
年
度
第
５
回
常
議
員
会
な
ら
び
に

通
常
議
員
総
会
を
開
催

　

当
所
の
令
和
６
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
な
ど
６
議

案
が
、第
５
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。新
年
度
も
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
て
、地
域
企
業

の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

特
集

3
通
常
議
員
総
会
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　政府の経済見通しでは、「総合経済対策の進捗に伴い官民
連携した賃上げを始めとする所得環境の改善や企業の設備投
資意欲の後押し等が相まって、民間需要主導の経済成長が実
現することが期待される。ただし、海外景気の下揺れリスクや物
価動向に関する不確実性が存在すること、能登半島地震の影
響、金融資本市場の変動の影響等には、十分注意する必要が
ある 」 としている。
　県内経済の先行きについては、「雇用・所得環境が改善する
下で、各種政策の効果もあって、持ち直しの動きが続くことが期
待される。ただし、世界的な金融引き締めに伴う影響や中国経済
の先行き懸念など、海外景気の下揺れが我が国の景気を下押し
するリスクとなっている。
　また、能登半島地震、物価上昇、金融資本市場の変動等の
影響に十分注意する必要がある」としている 。
こうした状況を踏まえ、当所では、会員企業をはじめ地域企業が
厳しい事業環境の変化に対応し、事業の見直しや再構築、販路
拡大、生産性向上等に取り組みながら、持続的経営を展開でき
るよう、企業の自己変革への挑戦を支援する。
　また、関係機関との連携をさらに深めるとともに、地域経済の
活性化、政策提言・組織・財政基盤の強化を施策の柱としな
がら、中小・小規模事業者の事業継続に向けた積極的な挑戦
を全力で支援していく。

■目的
　地域商工業の振興発展と社会福祉の増進を図る唯一の地
域総合経済団体としての役割を認識し、社会経済環境の変化と
課題を的確に捉え、地域企業の発展や地域経済の活性化を図
るため、取り組むべき事業を定め、計画的かつ継続的に推進する
ものである。

■ビジョン
「地域経済の先導者としての自覚と行動」
「選ばれ続ける団体としてさらなる変革」
「運営から経営への発想転換」

■活動指針
（1） 現場主義・双方向性の徹底
（2） 幅広いネットワーク力の活用
（3） 情報発信力の強化

（1） コスト意識の醸成
（2） 収益力の向上を工夫

令和6（2024）年度 宇都宮商工会議所事業計画

基本方針 主要事業

第6期 中期事業計画

中期財政計画に基づく財政運営

※〈  〉内は目標値

企業活力の強化

地域経済の活性化

政策提言・組織・財政基盤の強化

■経営発達支援
ア　経営発達支援事業〈計画策定支援 150 件、
フォローアップ 150件〉

イ　ＩＣＴ活用支援事業〈導入支援 65社〉
ウ　事業継続力強化支援事業〈計画策定支援 10

件〉
エ　中小企業等新事業展開支援事業
オ　中小企業等経営力再構築伴走支援事業〈伴

走支援者 20者〉

■経営相談支援
ア　経営指導員等による巡回・窓口相談事業〈巡

回相談 6,200件、窓口相談 5,200件〉
イ　事業環境変化対応型支援事業
ウ　税務指導事業〈決算代行等 205件、記帳継

続指導等 185件〉
エ　クラウド会計導入・活用支援事業
オ　経営支援ガイド作成事業
カ　中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支

援事業
キ　経営技術強化支援事業（エキスパート・バンク）
ク　宇都宮商工会議所振興委員〈共同巡回 1回〉

ケ　各種相談事業 [ 納税・税務・知的財産
権･法律･不動産鑑定 ]

コ　小規模企業共済制度加入促進事業

■金融支援
ア　小規模事業者経営改善資金（マル経）融資

制度事業〈相談件数 300件、推薦 50件〉   
イ　商工いきいき特別保証制度事業

■創業支援
ア　創業支援事業〈支援者数 32人、開業者

数 10人〉

■企業再生支援
ア　中小企業再生支援事業
イ　経営改善計画策定支援事業
ウ　栃木県事業承継・引継ぎ支援事業
エ　経営セーフティ共済制度加入促進事業

福利厚生・リスク対策の促進
ア　各種共済・保険制度事業 [ふれあい共済、

総合保険、年払保険、大型共済、個人年

金、その他の共済事業等 ]〈ふれあい共済加
入事業所数 1,450 件以上、保有口数
5,500口以上〉 

イ　事業継続計画（ＢＣＰ）策定支援事業
ウ　損害保険加入促進事業〈業務災害補償プ

ラン 520件、ビジネス総合保険 428件〉
エ　特定退職金共済制度の運営
オ　ふれあい共済福祉・還元事業 
カ　栃木県火災共済制度の普及〈保有 175

件〉
キ　健康経営推進事業

■人材確保・育成
ア　障がい者・高齢者の雇用促進事業〈セミ
ナー・見学会・企業説明会等〉

イ　制度改正等の課題解決環境整備事業
ウ　各種検定試験事業〈受験者数 4,400人〉
エ　市内大学と中小企業のマッチング支援事業
オ　外国人雇用促進支援事業〈セミナー開催等〉
カ　人材採用育成定着支援事業〈セミナー開催

等〉
キ　宇都宮珠算連盟の支援

ク　新入社員講習会事業
ケ　栃木県内商工会議所経営指導員等研修事

業
コ　優良従業員表彰事業 
サ　オンライン研修事業

■情報化支援
ア　スマートＣＣＩ推進事業〈基幹システム入替〉
イ　ＩＣＴ活用支援事業（再掲）
ウ　ＡＩ・ＩｏＴ等活用支援事業〈活用実態調査実

施等〉
エ　日経テレコン活用促進事業（支援体制強化

情報ネットワーク推進整備事業）

■環境・福祉・ＣＳＲの推進
ア　ＳＤＧｓ推進事業
イ　事業系食品ロス削減対策モデル事業
ウ　エコアクション 21認証登録事業
エ　ＥＣＯうつのみや 21認定証交付事業
オ　容器包装リサイクル受託事業

■地域産業支援
ア　中心商業地新規出店促進事業〈新規認定 20件〉
イ　宮の市（商業祭）事業〈来場者数 16万人〉
ウ　宇都宮市商店街連盟支援事業
エ　得する街のゼミナール “まちゼミ”事業〈38店

舗、38講座、受講者数 750人〉
オ　工業団地役員との交流事業〈交流会 2回〉
カ　【新規】免税店登録支援事業〈説明会 2回〉
キ　【新規】ＳＮＳ利活用事業〈セミナー1回〉
ク　産業経営改善支援事業
ケ　中心市街地イベント支援事業
コ　オリオン七夕まつりへの支援事業
サ　地域実態調査

シ　宇都宮市中心市街地活性化協議会への参画
ス　宇都宮市おもてなし推進委員会への参画
セ　消費喚起支援事業
ソ　宇都宮地域商業振興協議会支援事業

■観光振興とブランド力の強化
ア　プロスポーツチームの支援事業
イ　ミヤ・ジャズイン実行委員会支援事業
ウ　観光イベント支援事業〈宇都宮餃子祭り等〉
エ　ふるさと宮まつりへの支援事業
オ　大谷地区観光促進支援事業

■ものづくり・販路拡大

ア　農商工連携推進事業 [うつのみやアグリネッ
トワーク事業等 ]〈新規採択 6件〉

イ　販路開拓支援事業 [宮の商談会 ]
ウ　ＡＩ・ＩｏＴ等活用支援事業（再掲） 
エ　ザ・ビジネスモールへの運営参加
オ　宇都宮イノベーションコンソーシアムへの参画
カ　ザ・商談 ！ し・ご・と発掘市
キ　食品業界交流会事業
ク　異業種交流事業 [ みやみらい 21、宇都宮

創游倶楽部 ]
ケ　貿易関係証明等発給事業
コ　おもてなしギフトモール事業
サ　工業団地役員との交流事業（再掲）

■ひとづくり支援
ア  青年部事業の支援
イ　女性部事業の支援
 
■雇用の促進支援
ア　障がい者・高齢者の雇用促進事業（再掲）
イ　制度改正等の課題解決環境整備事業（再掲）
ウ　市内大学と中小企業とのマッチング支援事

業（再掲）
エ　外国人雇用促進支援事業（再掲）
オ　人材採用育成定着支援事業（再掲）
カ　労働保険事務指導事業

■政策提言の強化
ア　政策提言事業
イ　部会・委員会事業

■組織・財政基盤の強化
ア　役員・議員活動の充実
イ　部会・委員会活動の充実
ウ　会員管理・加入促進事業
〈会員 6,214社、組織率 31.8%以上〉 

エ　広報広聴事業 [プル型（ホームページ）]
オ　広報広聴事業 [プッシュ型（メールマガジン）]
カ　広報広聴事業 [会報の発行（天地人）]
キ　職員能力強化事業
ク　スマートＣＣＩ推進事業（再掲）
ケ　ＳＤＧｓ推進事業（再掲） 
 
■会員サービスの強化
ア　サイバーセキュリティお助け隊サービス事

業〈年間 5社〉
イ　オンライン研修事業（再掲）
ウ　優良従業員表彰（再掲）
エ　会員企業チラシ･カタログ等展示コーナー

■広報広聴活動の充実
ア　広報広聴事業 [プル型（ホームページ）]（再掲）
イ　広報広聴事業 [プッシュ型（メールマガジン）]
（再掲）

ウ　広報広聴事業 [会報の発行（天地人）]（再
掲）

エ　設備等の管理・保守
オ　データマップ発行事業 [統計で見る宇都宮 ]
カ　中小企業景況調査事業
キ　商工会議所早期景気観測（LOBO）調査

事業
ク　貴重資料の保存管理
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　３月下旬までしばらく寒い日が続きま
したが、ようやく春を感じられるような気
候になってきました。オリオン通りをはじ
めとする飲食店では、歓送迎会などの宴席
が行われ、毎夜たくさんの方が訪れています。アルコー
ルは花粉症を悪化させる恐れがあるそうなので、皆さ
まも体調管理にはお気を付けください。

心に潤いを
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栃木県立美術館に　シスレー《冬の夕日》

シスレー《冬の夕日》（コレクション展Ⅰ 始まりの美術 
同時開催:企画展高橋由一から黒田清輝へ -明治洋画壇の世代交代劇-）

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先
〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には
　使用しません。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.

10.
13.
15.
17.
19.
20.
21.
23.

1.
4.
7.
8.
9.

11.
12.
14.
16.
18.
20.
21.
22.
23.
24.
25.

平成の１つ前の元号
「良」より上の成績
パタパタとあおいで風を送る
○○にも薬にもならない
植物の「リラ」の英語名
これが切れたペンでは書けない
精巧な○○○が施された仏壇
害獣から田畑を守る人形
凛とした気高かさ
センサーで開閉する○○○ドア
福沢諭吉著『○○○○のすゝ め』
デンプンから作る、透き通った麺状の食品
バチでドンドコと叩く楽器
四重奏はカルテット、三重奏は？

「五・七・五」を彫った碑

始めから終りまで。○○○○一貫
「ウエット」の反対
小学校入学前に通う○○○園
本のインデックス
けんかをやめて仲直りすること
たやすいこと
コチョコチョに弱い体の一部
一日おき
らくがん、コンペイトー、煎餅など
分厚い本を読み通した
液体や気体を入れる大きな容器
高くそびえ立つ建造物
すぐ近所。○○○の駅まで徒歩５分
刈らずにほっとくとぼうぼうに
とうもろこし。○○○スープ
竜宮城に住むプリンセス

●ヨコのカギ

●タテのカギ
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解答フォーム

※最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください。
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第６回 ＫＩＮＧ ＯＦ ＰＩＺＺＡ 
in MAEBASHI 2024

『須藤玲子：NUNOの布づくり』展

日時／ 5月11日（土）・12日（日）　両日とも午前10時～午後３時
場所／前橋中央イベント広場・中央通り（前橋市千代田町）
内容／①石窯で焼く本格ピッツァ販売会　②KING OF PIZZAを決定（12日発	表）
　　　③ピッツァ教室（お一人様１０００円）　④キッズコーナー　他
主催　KING OF PIZZA実行委員会
公式サイト　https://kingofpizza.jp/
※詳細内容は、主催者発表をご確認ください。

期間／5月6日（月・振休）まで
時間／10:00～18：00（入場は17：30まで）
休館日／月曜日（祝日・振休の場合は翌日）
会場／水戸芸術館現代美術ギャラリー、広場
入場料／一般900円、団体（20人以上）700円
※高校生以下・70歳以上無料、その他各種割引あり
問合せ／ 水戸芸術館　	☎029-227-8111 

問合せ／	栃木県立美術館　☎028-621-3566
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公式サイト

水戸芸術館
ホームページ

栃木県立美術館
ホームページ

栃木県立美術館（撮影：上野則宏）

アルフレッド・シスレー《冬の夕日（サン＝マメスのセーヌ河）》

ＫＩＮＧ ＯＦ ＰＩＺＺＡ in MAEBASHI　２０２３の様子

『須藤玲子：NUNOの布づくり』展
第６回 ＫＩＮＧ ＯＦ ＰＩＺＺＡ in MAEBASHI 2024

photo：Masayuki Hayashi

クロスワードを解き、Ａ～Ｅでできる言葉を答えてください

パズル制作 ： スカイネットコーポレーション

企画展「とちぎ江戸絵画（アート）の底力 珠玉の上野記念館コレクション」
第Ⅰ期 4月27日（土）〜 6月2日（日）   第Ⅱ期 6月8日（土）〜 7月15日（日）
　宇都宮市の住宅街に佇む上野記念館は、学校法人宇都宮学園の創立者・上野安
紹氏（1886～1930）の遺徳を偲び昭和51年(1976)に創設された私立博物館
です。同館は栃木県指定文化財を含む2000点あまりを所蔵し、その中でも栃木
県の江戸絵画史を通覧できるコレクションには注目すべきものがあります。たとえ
ば、本県出身の幕府御用絵師・狩野梅春貞信（梅渓賢直）、画人の小泉斐や高久靄厓、
靄厓の師・谷文晁、画才に優れた宇都宮藩主・扇田忠翰の作品などがあげられます。
（後略）（当館チラシより）
一般＝260円／大・高生＝120円　中学生以下無料

常設展示（年4回入れ替え）「伊東直子マイセン磁器コレクション」
　マイセン磁器は、ロココ芸術の爛熟期にあった18世紀ヨーロッパの宮廷文化を
背景に、絵付師ヘロルトや宮廷彫刻家ケンドラーなどの活躍により、華麗な色彩と
豊かなフォルムを特徴に発展し黄金期を迎えました。以来300年、現在もなお盛ん
に制作が続けられ、その作品は人々を魅了してやみません。（後略）（当館ホームペー
ジより）

一般＝260円／大・高生＝120円　中学生以下無料

企画展「イヴ・ネッツハマー  ささめく葉は空気の言問」
5月12日（日）まで
　スイス現代美術を代表する映像イ
ンスタレーション作家、イヴ・ネッツ
ハマー（1970～）による、日本で
最初の個展。デジタル・アニメーショ
ンの虚空間と奇妙なオブジェを掛け
合わせ、土地の記憶の深層に潜行
して起源の謎を照らし出すネッツハ
マーが、大谷という巨大な地下空洞
を宿す街、宇都宮と出会う。（当館
ホームーページより）

一般＝1000円／大・高生＝800円
中・小生＝600円

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。

栃木県立博物館　☎028-634-1311� 宇都宮美術館　☎028-643-0100�

栃木県立美術館　☎028-621-3566
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アクサ生命保険株式会社　宇都宮支社　宇都宮営業所　
〒���-����　栃木県宇都宮市中央�-�-�　栃木県産業会館�F　 TEL ���-���-���� 


